
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　
　 液晶表示 を支持するためのフレームと、
　前記液晶表示 を包むように前記フレームを載せて装着するための

トッ
プケースと、
　前記フレーム と前記トップケース の間に位置せしめられ、前記トップケ
ースを外部機器に固定するアームネジが形成された締結手段とを具備
　

　
することを特徴とする

液晶表示装置。
【請求項２】
前記締結手段の材質が金属であることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
前記フレームが前記締結手段に対応する凹部を具備することを特徴とする請求項１記載の
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
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液晶表示モジュールと、
前記 モジュール

モジュール 、両側面に
所定の大きさの第１締結孔が形成され、第１締結孔の両側に固定突起が形成された、

の側壁 の側面と
し、

前記アームネジが前記トップケースの第１締結孔に対応するように前記締結手段の中央
に突出された状態で形成されて第１締結孔に収納され、

前記締結手段が前記トップケースの前記固定突起に対応するように前記アームネジの両
側に形成されて前記固定突起を収納する第２及び第３締結孔を具備



【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示モジュールを持つ液晶表示装置に関するもので、特に携帯用のコンピュ
ータなどに液晶表示装置をディスプレーの方向に垂直な面で結合するサイドマウンティン
グ結合に適した液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
通常の液晶表示装置は液晶表示モジュールとこの液晶表示モジュールを駆動するための駆
動回路部とケースとで構成される。液晶表示モジュールは二枚のガラス基板の間に液晶セ
ルなどがマトリックス形態で配列された液晶パネルと、この液晶パネルに光を照射するバ
ックライトユニット（Ｂａｃｋ　Ｌｉｇｈｔ　Ｕｎｉｔ）で構成される。また、液晶表示
モジュールにはバックライトユニットから液晶パネルの方に進行する光を垂直に立ち上げ
るための光シートなどが配列される。このような液晶パネル、バックライトユニット及び
シートなどは光の損失を防ぐために一体化された形態で締結されなければならず、また外
部の衝撃により損傷しないように保護されなければならない。このために、液晶パネルの
縁部を含むバックライトユニット及び光のシートなどを包むように形成された液晶表示装
置用のケースが設けられるようになった。上述した液晶表示装置はノートブック型パーソ
ナルコンピュータのような携帯用のコンピュータなどのような携帯用の情報処理装置に搭
載（マウンティング）されてディスプレー装置で使用される。最近は携帯用の情報処理装
置のスリム化のために、液晶表示装置がディスプレーの方向に垂直な面（側縁部）にネジ
溝などの取付け手段を具備し、携帯用の情報処理装置の側面で固定されるサイドマウンテ
ィング方式（Ｓｉｄｅ　Ｍｏｕｎｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）が主に使用されている。
【０００３】
サイドマウンティング方式の液晶表示装置は、図１に図示されるように、プラスチック製
のフレーム（１４）とこのフレームに締結される金属製のトップケース（２）を具備する
。フレーム（１４）は、その表面に積層される反射シート（１２）、バックライトユニッ
ト（１０）、光のシートなど（８）、液晶パネル（６）及び偏光シート（４）を支持する
。フレーム（１４）の両側面にはアームネジの山が形成されたインサートなど（１６）が
高周波の融着工程によって挿入される。トップケース（２）は、液晶パネル（６）の表面
の縁部及び側面などを含めて光シートなど（８）、バックライトユニット（１０）及びフ
レーム（１４）の側面を包むように設置される。トップケース（２）の両側壁にはフレー
ム（１４）のインサートなど（１６）と対応されるように締結用の穴（２Ａ）が形成され
ている。また、トップケース（２）は、図２（Ａ）に示されるように、フレーム（１４）
を覆っており、フレーム（１４）の上部に順次積層された反射シート（１２）、バックラ
イトユニット（１０）、光シートなど（８）及び液晶パネル（６）を動かないように固定
する。ここで、液晶パネル（６）の縁部を包むトップケース（２）は外部の衝撃から液晶
パネルを保護する。併せて、上部の偏光板（４）は液晶パネル（６）の表面の中心部に位
置する。
【０００４】
上述した構造を持つ液晶表示装置は、図２（Ａ）に示すようにノートブック型パーソナル
コンピュータなどのディスプレー装置を包むカバーケース（１）の側面からトップケース
（２）の締結穴（２Ａ）を貫通してインサート（１６）に螺合されるネジ（１８）により
ノートブック型パーソナルコンピュータなどの前記カバーケース（１）に搭載される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
このようにインサートを利用するサイドマウンティング方式の液晶表示装置はインサート
（１６）が所定の長さを持つことになるのでフレーム（１４）の幅が必然的に大きくなる
。実際に、インサート（１６）は、高周波の融着工程によって図２（Ａ）及び図２（Ｂ）
に示されるようにフレーム（１４）の側面に挿入されるために最小３ .３ mmの長さを持た
なければならない上、インサート（１６）を包むフレーム（１４）も最小１ .１ mmの厚さ
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を確保しなければならない。これによって、サイドマウンティング方式の液晶表示装置用
のケースの両側の各縁部は３ .３ mm以上幅が大きくなる。また、インサート（１６）の外
径が図２（Ａ）及び図２（Ｂ）に示したようにφ４ .２ mmであり、これを固定するための
フレームの厚さが２ .２ mmであるとフレームの総厚は６ .４ mmになる。この結果、サイドマ
ウンティング方式の液晶表示装置は幅及び厚さが大きくなる。
【０００６】
また、インサートを利用するサイドマウンティング方式の液晶表示装置用のケースではイ
ンサート（１６）の挿入工程でフレーム（１４）の側壁が割れたり、または側壁にクラッ
クが発生することがある。このように側壁が割れたりクラックが発生したフレーム（１４
）は修理が困難なために廃棄される。このために、液晶表示モジュールを含む液晶表示装
置の製造費用が上昇することになる。こうした観点から、液晶表示装置の薄型化が容易で
、製造費用を低減するのに適したサイドマウンティング方式の液晶表示装置が要求されて
いる。
【０００７】
従って、本発明の目的は薄型化が容易なサイドマウンティング方式の液晶表示装置を提供
することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために、本発明による液晶表示装置は液晶表示モジュールを支持する
ためのフレームと、液晶表示モジュールを包むようにフレームを載せて装着するためのト
ップケースと、フレームとトップケースの間に位置すると共にトップケースを外部機器に
固定するアームネジが形成された締結手段とを具備する。
【０００９】
本発明による液晶表示装置は液晶表示モジュールと、液晶表示モジュールを支持するため
のフレームと、液晶表示モジュールの縁部及び側面とフレームの側面を包むためのトップ
ケースと、取付け孔が形成されると共にフレームの側壁に挟まれた状態で固定されるブラ
ケットとを具備する。
【００１０】
【作用】
上述した構成において、本発明による液晶表示装置ではブラケットがフレームの側壁に挟
まれた状態で取付け孔を形成して前記液晶表示装置が外部装置にサイドマウンティング方
式により固定されるようにする。これと併せて、ブラケットが薄いことで液晶表示モジュ
ールの幅が小さくなる。この結果、液晶表示装置及びノートブック型パーソナルコンピュ
ータが薄型化される。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図３乃至図１０を参照して本発明の好適な実施の形態を説明する。図３に示すよう
に、本発明の実施の形態による液晶表示装置は、液晶表示装置を支持するためのフレーム
（３０）と、液晶表示装置を包むようにフレーム（３０）を載せて装着するためのトップ
ケース（２２）と、フレーム（３）とトップケース（２２）の間に位置して液晶表示装置
をノートブック型コンピュータなどの外部機器に装着するためのブラケット（３２）とを
具備する。本発明の液晶表示装置では上述したところのサイドマウンティング方式が採用
される。前記トップケース（２２）とブラケット（３２）の締結構造について詳細に説明
すると、図４（Ａ）に図示されるように、トップケース（２２）には第１締結孔（２２Ａ
）が形成され、また所定の高さを持つ締結突起など（２２Ｂ、２２Ｃ）が第１締結孔（２
２Ａ）の両側に形成されている。また、図４（Ｂ）に図示されたように、ブラケット（３
２）には突出した形状のアームネジ（３２Ａ）とこのアームネジの両側に位置する第２及
び第３締結孔（３２Ｂ、３２Ｃ）が形成されている。このブラケット（３２）のアームネ
ジは液晶表示装置をノートブック型コンピュータなどの外部機器に固定する役割を果たす
。
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【００１２】
トップケース（２２）の締結突起（２２Ｂ、２２Ｃ）をブラケット（３２）の第２及び第
３締結孔（３２Ｂ、３２Ｃ）に嵌入した後、ポイント溶接またはその他の方法により締結
突起など（２２Ｂ、２２Ｃ）を第２及び第３締結孔（３２Ｂ、３２Ｃ）にそれぞれ締結す
ると共に、ブラケット（３２）のアームネジ（３２Ａ）をトップケース（２２）の第１締
結孔（２２Ａ）に嵌入した後、締結ネジを締結するようにする。また、トップケース（２
２）に締結されたブラケット（３２）をフレーム（３０）に形成された凹溝部または凹部
（３０Ａ）に挿入する動作によってトップケース（２２）とフレーム（３０）が締結ネジ
により外部機器に固定されるようにする。
【００１３】
図５に示されるように、本発明の実施形態による液晶表示装置はトップケース（２２）に
締結されたブラケット（３２）をフレーム（３０）の溝部または凹部（３０Ａ）に挿入す
ることによって締結された構造を持つ。また、フレーム（３０）の上部には反射シート（
２８Ａ）、導光板（２８）、バックライトランプ（図示せず）、拡散及びプリズムシート
など（２６）が順次積層され、前記シートなど（２８）の上部には下部偏光板（２３）、
液晶パネル（２４）及び上部偏光板（２１）が順次積層された構造となっている。
【００１４】
ここで、トップケース（２２）は液晶パネル（２４）の縁部を包む構造に形成され液晶パ
ネル（２４）を外部の衝撃から保護する。また、ブラケット（３２）はトップケース（２
２）に締結され所定の長さと厚さを持つように形成されている。このとき、ブラケット（
３２）には、トップケース（２２）を外部機器に取付けるための締結ネジと締結されるよ
うに図５に図示されたように突出した形状のアームネジ（３２Ａ）が形成されている。ま
た、ブラケット（３２）は外部の衝撃または振動により破損されたりクラックが発生する
ことを防ぐために金属材質で製作されることが好ましい。
【００１５】
一方、ブラケット（３２）は従来のインサートに比べて、その大きさと厚さが大幅に減少
し、液晶表示装置の長さ及び厚さを低減させることが可能になる。例えば、ブラケット（
３２）の厚さは１ mmで両側に設置されることを考慮すれば、２ mm必要になるのでインサー
トを使用することに比べてＬＣＭのＸ軸の長さ即ち、幅を４ .８ mm減少させる。また、ブ
ラケット（３２）の高さが６ mmになるのでインサートを使用する場合に比べて液晶表示装
置の厚さを０ .４ mm減らすことができることが分かる。
【００１６】
上述したところのように、本発明の実施形態による液晶表示装置はトップケース（２２）
に締結されたブラケット（３２）がプラスチックフレーム（３０）の凹部（３０Ａ）に挿
入されることによって締結されることで薄型化される。また、製造工程においてブラケッ
トが破損した場合、ブラケット（３２）だけを廃棄すればよいので損失費用を節減できる
。
【００１７】
図６は本発明の他の実施形態による液晶表示装置を示す。図６において、本発明の実施形
態による液晶表示装置は液晶表示装置を外部機器に搭載するためのブラケット（５４）を
持つ。フレーム（５２）はその上部に順次積層される反射シート（５０）、バックライト
ユニット（４８）、光シートなど（４６）、液晶パネル（４４）及び上部偏光板（４２）
を支持する。トップケース（４０）は液晶パネル（４４）の縁部及び側面などと光シート
など（４６）、バックライトユニット（４８）、反射シート（５０）及びフレーム（５２
）の側面などを包むように設置される。
【００１８】
ブラケットなど（５４）はフレーム（５２）の側壁に装着されると共にノートブック型パ
ーソナルコンピュータのような外部機器のカバーケース（図示せず）とトップケース（４
０）を経てフレーム（５２）の側壁にまで挿入されるネジ（図示せず）によって固定され
ることで外部機器に液晶表示装置が取付けられる。前記ノートブック型パーソナルコンピ
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ュータなどのような外部機器のカバーケースと液晶表示装置の間にヒンジアームが挿入さ
れることがあり、また前記液晶表示装置とヒンジアームの間にアームネジを具備した補助
取付け具などが挿入されてノートブック型パーソナルコンピュータと液晶表示装置間の間
隙を埋めたりアームネジ間の対応位置の違いを校正することができる。
【００１９】
ブラケットなど（５４）は、それぞれ図７に示すように、“＋”の形状の固定部（５４Ａ
）と、この固定部（５４Ａ）の両側から外側方向に延びる翼部など（５４Ｂ）と、固定部
（５４Ａ）の中央に形成されたアームネジ突起（５４Ｃ）を持つ。翼部など（５４Ｂ）は
すべて固定部（５４Ａ）よりその厚さだけ後方に位置するように形成される。また、翼部
など（５４Ｂ）の下辺にはガイド溝（５４Ｄ）が形成されている。アームネジ突起（５４
Ｃ）に形成されたアームネジの山は、ネジが固定部（５４Ａ）を貫通するように固定部（
５４Ａ）の後方まで延びている。
【００２０】
こうしたブラケット（５４）を装着するために、フレーム（５２）の側壁には図８（Ａ）
及び図８（Ｂ）に示すような締結部材（５８）が形成される。この締結部材（５８）はフ
レーム側壁（５２Ａ）の外側に一定の間隙を置いて位置する第１及び第２補助側壁（５８
Ａ、５８Ｂ）を具備する。これら第１及び第２補助側壁（５８Ａ、５８Ｂ）は第１及び第
２締結間隙（５８Ｃ、５８Ｄ）が形成されるようにフレーム側壁（５２Ａ）と平行に位置
する。これら第１及び第２締結間隙（５８Ｃ、５８Ｄ）のそれぞれにはブラケット（５４
）の固定部（５４Ａ）の一部と翼部（５４Ｂ）が挿入される。第１補助側壁（５８Ａ）の
左側の縁部は第１連結台（５８Ｅ）により第１フレーム側壁（５２Ａ）と連結されると共
に、第２補助側壁（５８Ｂ）の右側の縁部は第２連結台（５８Ｆ）によりフレーム側壁（
５２Ａ）と連結される。また、第１及び第２補助側壁など（５８Ａ、５８Ｂ）の下方の縁
部は第３及び第４連結台（５８Ｇ、５８Ｈ）によりフレーム側壁（５２Ａ）に連結される
。第３及び第４連結台（５８Ｇ、５８Ｈ）それぞれは中心部には係止段又は係止片（５８
Ｉ）が形成されている。この係止片（５８Ｉ）はブラケット（５４）のガイド溝（５４Ｄ
）に挟持される。また、締結部材（５８）はフレーム側壁（５２Ａ）から外側に突出した
面状突出部又は突出面部（５８Ｊ）を具備する。この突出面部（５８Ｊ）の左側の縁部は
第１補助側壁（５８Ａ）の右側の縁部と対向するようになり突出面部（５８Ｊ）の右側の
縁部は第２補助側壁（５８Ｂ）の左側の縁部と対向する。
【００２１】
また、突出面部（５８Ｊ）の中央にはアームネジ（５８Ｋ）が形成される。このアームネ
ジ（５８Ｋ）にはトップケース（４０）及びブラケット（５４）を貫通するネジ（５６）
が収納される。併せて、突出面部（５８Ｊ）の上段の左右側にはフックなど（５８Ｌ）が
それぞれ形成される。これらフックなど（５８Ｌ）は固定面部（５４Ａ）の首部を突出面
部（５８Ｊ）に固定する。
【００２２】
一方、トップケース（４０）の側壁には図９に図示されたように第１及び第２補助側壁な
ど（５８Ａ、５８Ｂ）を挟むのに適した締結溝（４０Ａ）が形成される。この締結溝（４
０Ａ）に挟まれる第１及び第２補助側壁など（５８Ａ、５８Ｂ）は外部に露出されている
。また、トップケース（４０）の側壁には締結溝（４０Ａ）の上段の中央部から下方に伸
張された締結タッグ（４０Ｂ）が形成される。この締結タッグ（４０Ｂ）の下辺には半円
形状の貫通穴（４０Ｃ）が形成される。貫通穴（４０Ｃ）にはブラケット（５４）のアー
ムネジ突起（５４Ｃ）が挿入される。こうした締結タッグ（４０Ｂ）はブラケット（５４
）のアームネジ突起（５４Ｃ）に載せられた状態でネジによってブラケット（５４）に固
定されることでトップケース（４０）がブラケット（５４）を通じてフレーム（５２）に
密着される。互いに対向した第１及び第２補助側壁など（５８Ａ、５８Ｂ）の側面の下段
部などは第５連結台（５８Ｍ）により互いに連結される。また第５連結台（５８Ｍ）によ
って第３及び第４連結台（５８Ｇ、５８Ｈ）が連結される。
【００２３】
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図１０は図６の液晶表示装置であるノートブック型パーソナルコンピュータなどのような
外部機器のカバーケース（６０）に搭載された状態をＢ－Ｂ′線に沿って切断して図示す
る断面図である。図７によると、フレーム（５２）の上部には反射シート（５０）、バッ
クライトユニット（４８）、光シートなど（４６）、液晶パネル（４４）及び上部偏光板
（４２）が順次積層される。液晶パネル（４４）及びフレーム（５２）の上面の縁部とフ
レーム（５２）の側面はトップケース（４０）によって包まれる。また、トップケース（
４０）の側壁とフレーム（５２）の側面の間にはブラケット（５４）が位置する。このト
ップケース（４０）に形成されたアームネジ突起（５４Ｃ）はフレーム（５２）の側壁（
５２Ａ）に形成された締結間隙（５８Ｃ）に挿入固定される。
【００２４】
ネジ（６２）はノートブック型パーソナルコンピュータなどのような外部機器のカバーケ
ース（６０）及びヒンジアーム（６４）とトップケース（４０）及びブラケット（５４）
を経てフレーム（５２）の側壁（５２Ａ）に収納されることで液晶表示装置がノートブッ
ク型パーソナルコンピュータのカバーケース（６０）の側面に固定される。従って、ノー
トブック型パーソナルコンピュータなどのような外部機器のカバーケース（６０）及びヒ
ンジアーム（６４）を貫通するネジ（６２）がブラケット（５４）に結合されることによ
って、液晶表示装置がヒンジアーム（６４）に密着する。これとは異なり、ヒンジアーム
（６４）が使用されない場合にネジ（６２）がカバーケース（６０）だけを経てブラケッ
ト（５４）に結合されるようになり、その結果液晶表示装置がカバーケース（６０）に密
着する。
【００２５】
上述したブラケット（５４）は外部の衝撃または振動などによる破損とネジ（６２）の締
結によるクラックの発生を防ぐために金属で形成される。金属で形成されたブラケット（
５４）は従来のインサートに比べて薄い。この結果、液晶表示装置及び液晶表示装置ケー
スの幅が狭くなる。実際に、ブラケット（５４）が１ .３ mmの厚さで形成されてフレーム
（５２）の両方の側壁面などに設置される場合、フレームの幅は３ .３ mmの長さを持つイ
ンサートが形成される場合に比べて４ mmほど小さくなる。さらに、フレーム（５２）の側
面の厚さも薄くなるのでフレーム（５２）の幅はますます小さくなる。このような本発明
による液晶表示装置の外部機器搭載用のブラケットはバックライトユニットのない反射型
の液晶表示装置または透視型の液晶表示装置に適用できる。
【００２６】
【発明の効果】
上述したように、本発明による液晶表示装置はブラケットがフレームの側壁に挟まれた状
態で取付け溝を形成して前記液晶表示装置が外部装置にサイドマウンティング方式により
固定する。これと併せて、ブラケットが薄いことで液晶表示モジュールの幅が小さくなる
。さらに液晶表示装置及びノートブック型パーソナルコンピュータが薄型化される。
以上説明した内容を通して当業者であれば本発明の技術の思想の範囲内で多様な変更及び
修正が可能であるこは自明である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来の液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図２】　（Ａ）は図１に図示された液晶表示装置がノートブック型パーソナルコンピュ
ータなどのカバーケースに搭載された状態をＡ－Ａ′線に沿って切断して示す断面図であ
り、（Ｂ）は図１に図示された挿入されたインサートを詳細に示す図である。
【図３】　本発明の実施形態による液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図４】　（Ａ）は図３のＡ部分を詳細に図示する図面であり、（Ｂ）は図３に図示され
たブラケットを詳細に示す図である。
【図５】　図３に図示された液晶表示装置をＢ－Ｂ′線に切断して図示した断面図である
。
【図６】　本発明の他の実施形態による液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図７】　図６に示されたブラケットを詳細に示す図である。
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【図８】　（Ａ）は図６に図示された締結部材を詳細に示する斜視図であり、（Ｂ）は図
６に図示された締結部材を詳細に示す平面図である。
【図９】　図６に示されたトップケースのＡ部分を詳細に示す図である。
【図１０】　図６に図示された液晶表示装置がノートブック型パーソナルコンピュータの
ような外部機器に搭載された状態をＢ－Ｂ′線に切断して図示する断面図である。
【符号の説明】
２２、４０：トップケース
２２Ａ、３２Ｂ、３２Ｃ：締結孔
２２Ｂ、２２Ｃ：締結突起
２１、４２：上部偏光板
２４、４４：液晶パネル
２６、４６：光シートなど
２８、４８：バックライトユニット
２８Ａ、５０：反射シート
３０、５２：フレーム
３０Ａ：凹部
３２、５４：ブラケット
３２Ａ、５８Ｋ：アームネジ
４０Ａ：締結溝
４０Ｂ：締結タッグ
４０Ｃ：貫通穴
５４Ａ：固定部
５４Ｂ：翼部
５４Ｃ：アームネジ突起
５４Ｄ：ガイド溝
５８Ａ、５８Ｂ：補助即壁
５８Ｃ、５８Ｄ：締結間隙
５８Ｅ、５８Ｆ、５８Ｇ、５８Ｈ：連結台
５８Ｉ：係止片
５８Ｊ：突出面部
５８Ｌ：フック
６０：カバーケース
６２：ネジ
６４：ヒンジアーム

10

20

30

(7) JP 4034452 B2 2008.1.16



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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